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サマリーの和訳  

医薬品のさらなる適正使用のための遺伝子情報の活用は進展していない．し

かし，・・・将来，より良い薬物治療の構築に貢献し得るものと期待される． 

 

緒言 

ある種の薬に対する応答性は遺伝的素因に大きく影響される．1) 

当院においても医薬品適正使用の推進，特に副作用低減を通じた医療の向上 

 

方法 

１．背景 

当院では，多施設の患者を対象に副作用と関連する・・・していた． 

２．遺伝子解析 

英文サマリーを 250 語以内で記載、電子投稿審査システム内のサマリー入力欄にも入力する． 
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日本人の database (DB)は，JSNP DB（http://snp.ims.u-tokyo.ac.jp/, 

2012/02/01）として，一般公開されている．  

Cytochrome P450 (CYP)については，発現解析等の in vitro 研究 2)，SNP は

620 型 DNA シークエンサー（BCM 社，千葉）で解析した． 

３．臨床研究 

 表１に非併用群と薬物併用群の患者背景を示す．・・なお、本研究は「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」を遵守して実施し、当院の倫理審査委

員会の承認（承認番号 27-03）を得て実施した。 

 

結果 

全期間の完全嘔吐制御率は，薬物併用群では，非併用群に比べで有意に高く

（図１A），また嘔吐のグレードも有意に低かった（図１B）．一方、図 2に 5 mg/kg

の薬物投与後における血小板数平均値の推移を示す． 

 

考察 

遺伝子情報を用いた個別化医療に対する・・・薬物治療の個別適正化に直接

貢献することが期待できる． 
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Figure legends :  

 

図 1  嘔吐の違い 

A：完全嘔吐制御率．Fischer’s exact test    B：嘔吐の程度．  Grade 0 

 Grade 1    Grade 2    Grade 3  Mann-Whitney’s U-test 

 

図２ 血小板数の平均値の推移 

横軸は，薬物投与開始日を day 1 とし投与後の経過日数を示している．エラー

バーは標準偏差を示す．n については，各区間で血算の測定が実施されなかった

症例があった．***, P < 0.001 vs 投与前． Welch’s test 

 

グラフの軸タイトル、軸目盛の数値、グラフ中の文字は Figure に含めそれ
以外の凡例、図のタイトル、説明はここに記載する。  
 

versusの略語vsなどのように英字略語のピリオドは省略する。 
  
 

P は大文字、イタリック体。 
P と<の間、<と数字の間に半角スペースを入れる。 

統計解析を行っている場合は、検定法を記載する。 
  
 

統計解析を行っている場合は、検定法を記載する。 
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